


ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（1756年1月27日－1791年12月5日）
「劇場支配人」序曲 K.486
「劇場支配人」というのは神聖ローマ皇帝ヨーゼフ2世という偉い人が自分の妹夫婦の訪問を歓迎する
ためにモーツァルトに作曲を依頼した曲で、オペラというよりは音楽劇みたいなものでした。モー
ツァルトは1月18日から作曲を始めて17日間で完成させたそうです。やはり天才ですね。ストーリーは
劇場支配人が新作の演劇を上演するために奮闘する、というようなものらしいです。お祝いの曲なの
で序曲もコミカルで軽快な曲になっています。お気軽にお聴きください。（演奏時間：約4分）

フランツ・ペーター・シューベルト（1797年1月31日－1828年11月19日）
交響曲第7番 ロ短調 D759 「未完成」
モーツァルトのレクイエムのように作曲家が作曲の途中で亡くなってしまったので文字どおり未完成
になった曲はいくつもありますが、この曲はシューベルトがまだ生きている間にあえて完成させな
かった曲とされています。交響曲はふつう4楽章あるのに完全に残っているのは第1、第2楽章のみ。で
はなぜ完成させなかったのか。最初の2楽章だけで完璧と思ったから、とか諸説ありますが、実は完成
させていたという説も。失恋したためガックリして作曲をやめてしまったというストーリーの映画も
作られました。謎ですね。（演奏時間：約25分）

ヨハネス・ブラームス（1833年5月7日－1897年4月3日）
交響曲第1番 ハ短調 作品68
ブラームスといえば言うまでもなくバッハ、ベートーヴェンと並ぶクラシック音楽界の三大Bのひとり。
そんなブラームスですが、63年の生涯の中で交響曲は全部で4曲作曲しています。どの曲も名曲なので
流山フィルも何年かおきに4曲を繰り返し演奏しています。ブラームスの交響曲についてよく知られて
いるエピソードは、最初の交響曲を書こうと思い立ったのは22歳のとき、それから実際に完成させた
のは43歳のときで実に21年もかかってようやく第1番を完成させたことです。その理由はベートーヴェ
ンの九つの交響曲に匹敵するような曲を書かねばならないという重圧があったためでした。この第1番
の第4楽章にはベートーヴェンの「合唱」を想わせるような旋律が現れます。まさにベートーヴェンへ
のオマージュですね。（演奏時間：約45分）
【参考資料】ウィキペディアほか

佐藤雄一（Sato Yuichi）
国立音楽大学教育音楽学科第Ⅰ類卒業。大学在学中に室内オーケストラ「アマ
デウス・アンサンブル」、合唱団「取得し首席で卒業、音楽院史上最高得点に
対し審査員特別賞を授与される。流山フコレギウム・ヴォカーレ東京」を組織
して指揮。小林道夫氏からは「音に対してこれほどまでに具体的なイメージを
持てることは驚異的」との讃辞を受ける。また若手プロ演奏家による
「NENDOオーケストラ」を組織して指揮。1999年にパリ・エコール・ノル
マル音楽院指揮科に学び、一年後には音楽院初となる飛び級で高等ディプロム
をィルでは十年以上に渡って数多く指揮している。

♩♫♫♫ ♫♬♪♫♩ 演奏曲目 ♩♫♫♫ ♫♬♪♫♩

♩♫♫♫ ♫♬♪♫♩ 指揮者紹介 ♩♫♫♫ ♫♬♪♫♩

会場のご案内

〇つくばエクスプレス・東武アーバンパークライン「流山
おおたかの森」駅北口より徒歩1分

〇駐車場の台数が大変少ないため、公共交通機関をご利用
ください。

※スターツおおたかの森ホールより許可を得て掲載

流山フィルは団員募集中です。お気軽にお問い
合わせください（弦楽器大歓迎！）
メール ryuphil_info@yahoo.co.jp
電話 090-8744-1570（小林）


